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職場における熱中症防止のためのガイドラインを参考

に「熱中症を効果的に防止しましょう！」 

［厚生労働省］より「公表」された情報です。 

厚生労働省では、令和７年の「職場における熱中症による死傷災害の発生状況」（確定値）を取りまとめましたの

で、公表します。令和７年における職場での熱中症※１による死傷者（死亡・休業４日以上）は、1,803 人（前年比

546 人・約 43％増）であり、統計開始以来最多となりました。また、熱中症による死亡者数は 19 人（前年比 12

人・約 39％減）でした。 

▼別添１「令和７年 職場における熱中症による死傷災害の発生状況（確定値）」 

https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001705024.pdf 

 

気象庁によると、令和７年６月～８月の平均気温偏差（基準値（1991～2020 年の 30 年平均値）からの偏差）は、

＋2.36℃と、統計開始以来最高を記録しており、死傷者数の増加の一因となったと推測されます。 

一方で、死亡者数が減少したことは、令和７年に、事業者に対し、熱中症のおそれのある作業を行うときには、報告

体制の整備、手順の作成等の措置を講じることを義務付ける労働安全衛生規則を改正・施行したことにより、事業場

における熱中症の重篤化防止対策が進み、死亡災害の防止が一定程度図られたためと考えられます。 

 

厚生労働省では、引き続き、それぞれの作業場で、令和７年６月 1 日より施行された労働安全衛生規則（第 612 条の

２）に基づき、 

① 熱中症のおそれがある作業者を早期に発見するための体制整備 

② 熱中症の重篤化を防止するための措置手順の作成 

③ ①、②の体制や手順の関係作業者への周知 

を行っていただき、熱中症の重篤化の防止等のための対策を取っていただくとともに、令和８年３月に策定された

「職場における熱中症防止のためのガイドライン」などを踏まえ、①湿球黒球温度の値（WBGT 値）※2 の把握とそ

の値に応じた熱中症予防対策を適切に実施すること、②熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、「早期発見

のための体制整備」、重篤化を防止するための措置の実施手順の作成」、「関係作業者への周知」、③糖尿病、高血

圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病を有する者に対して医師等の意見を勘案して、必要に応じ

て、就業場所の変更、作業の転換等の適切な措置を講ずること、について重点的に取り組むよう周知徹底を図りま

す。 

https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001705024.pdf
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※１ 熱中症とは 

高温多湿な環境下において、体内の水分と塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れたり、体内の調整機能が破綻し

たりするなどして、発症する障害の総称。めまい・失神、筋肉痛・筋肉の硬直、大量の発汗、頭痛・気分の不快・吐

き気・嘔吐（おうと）・倦怠（けんたい）感・虚脱感、意識障害・痙攣（けいれん）・手足の運動障害、高体温など

の症状が現れる。 

※２ WBGT値とは 

気温に加え、湿度、風速、輻射（放射）熱を考慮した暑熱環境によるストレスの評価を行う暑さの指数。 

「職場における熱中症防止のためのガイドライン」を参考に 熱中症を効果的に防止

しましょう！ ～職場での熱中症防止対策のポイント～ 

気温が急激に上昇する時期は、熱中症の発生リスクが高くなる傾向があります。 

本格的に暑くなる前から準備しましょう。 

～ 職場での熱中症防止対策のポイント ～ 

事業者の皆さんは、 

① 「設備、体制の整備」を参考に準備を行った上で、 

② 「熱中症リスクの把握」で熱中症によるリスクを把握･評価し、 

③ 「熱中症リスクに応じた措置」にある熱中症防止のための具体的な方法を、 

業種･業態に応じて選択し実施することにより、職場における熱中症を防止しましょう。 

ガイドラインのポイント 

体制整備、必要な設備の整備を行いましょう！ 

▶体調不良時の報告体制、重篤化防止措置の手順を整備し、周知しましょう。 

▶WBGT 指数計や、休憩所等の整備を行いましょう。 

熱中症リスクを適切に把握しましょう！ 

▶WBGT 値を把握し、着衣補正を行い、身体作業強度及び暑熱順化の状況に応じた WBGT 基準値と比較しましょ

う。 

▶WBGT 基準値よりも高い場合は熱中症予防対策を実施しましょう。 
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リスクに応じた対策を検討しましょう！ 

対策例 

▶作業場所の WBGT 値の低減、風通しの良い衣服の採用。 

▶作業負荷の軽減、休憩の取得。 

▶定期的な水分･塩分の摂取。 

▶暑熱順化、健康状態の確認。 

教育研修を行いましょう！ 

▶管理者、職長、作業者等、立場に応じた教育研修を実施しましょう。 

詳しくは、こちらをご覧ください。 

参照ホームページ［厚生労働省］ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_73330.html 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_73330.html

